
神奈川県高校入試では近年，確率がよく出題されています。ルールや操作の文章量が多く，かなり難しそうに見えますが，身構えずに準備をし
っかりしておくと得点源のひとつになりえます。では，得点源にするために練習を始めましょう。

次の問いに答えましょう。

ア	１〜６の数が１つずつ書かれた６枚のカードがある。

　①　	６枚のカードをよく混ぜて，最初にカードを１枚取り出し，そのカードを戻さずに続けてもう１枚カードを取り出す。最初に取り出した
カードの数を十の位，続けて取り出したカードの数を一の位とし，２けたの整数をつくる。このとき，できた整数が素数となる確率を求
めなさい。ただし，カードの取り出し方はすべて同様に確からしいものとする。

　②　	６枚のカードをよく混ぜて，カードを同時に２枚取り出す。取り出した２枚のカードに書かれている数の積が奇数となる確率を求めなさ
い。ただし，カードの取り出し方はすべて同様に確からしいものとする。

イ　	右の図のように箱A，B，Cがあり，箱Aには１〜６の数が１つずつ書かれた６枚のカードが入っており，
箱B，Cにはまだ何も入っていない。大小２つのサイコロを用意し，同時に１回投げ，大きいサイコロ
の出た目の数を	x	，小さいサイコロの出た目の数をy	とする。出た目の数によって，次の【操作１】，	
【操作２】を順番におこない，箱Cに入っているカードの枚数を数える。

【操作１】	x	以下の数が書かれたカードを箱Aから取り出し，箱Bに入れる。
【操作２】	y	以下の数が書かれたカードを箱Bから取り出し，箱Cに入れる。

　	ただし，y	以下の数が書かれたカードのうち，箱Bに入っていないカードがある場合は，そのカードについては操作しないものとする。
　	いま，図の状態で，大，小２つのサイコロを同時に１回投げるとき，箱Cに入っているカードが１枚となる確率を求めなさい。ただし，大，
小２つのサイコロはともに，１から６までのどの目が出ることも同様に確からしいものとする。

［解説］
ア	ここでは，「取り出し方に順番はあるか」「同時に取り出すか」を見極めるのがポイントになります。
　①　	問題文を読むと，「最初に取り出し」，「続けてもう１枚取り出す」と取り出す順番が決まっていることがわかるので，樹形図の１-２と２

-１は１通りずつの計２通りと判断します。よって，樹形図は次のようになります。

　　　	樹形図からわかるように，全部で30通りの２けたの整数ができます。その中で素数は，13，23，31，41，43，53，61の７通りあるので，
答えは	 7─30 	となります。

　②　	問題文を読むと，「同時に２枚取り出す」とあるので，取り出す順番は関係ありません。よって，樹形図の１-２と２-１は同じもの（１通り）
として考えるので，樹形図は次のようになります。

	　　　	樹形図からわかるように，全部で15通りの組み合わせができます。その中で積が奇数になるのは，３，５，15の３通りなので，答えは	
3─15 	＝	

1─5 となります。

イ	 	この問題は，【操作】などもあり，難しくて面倒に見えるかもしれませんが，問題文と【操作】をきちんと読みすすめると，それほど難しい
問題ではありません。

	 	例えば大きいサイコロの目が３，小さいサイコロの目が２だった場合，まず３以下のカード（つまり，３，２，１）を箱Aから箱Bへ移し，次
に２以下のカード（つまり，２，１）を箱Bから箱Cへ移します。この場合，最終的に箱Cに入っているカードは２枚となります。また，大き
いサイコロの目が３，小さいサイコロの目が６だった場合，【操作１】で３，２，１のカードを箱Aから箱Bへ移したあと，【操作２】で６，５，４，３，
２，１のカードを移すはずですが，問題文のとおり，箱Bに入っていないカードは操作しないため，箱Cに入るのは３，２，１の３枚となります。

		 	今回の問題は，箱Cに入っているカードが１枚になる確率なので，大小どちらかのサイコロの目が１となればよいので，（大，小）＝（１，１），
（１，２），（１，３），（１，４），（１，５），（１，６），（２，１），（３，１），（４，１），（５，１），（６，１）の11通りとわかります。大小２つのサイ

コロを投げた時の目の出方は全部で36通りあるので，答えは		 11─36 	となります。

［解答］　ア	①		 7─30　　　　　②		
1─5 		　　　　　イ	

11─36
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　 ワンポイントアドバイス

　アの問題では,「同時」に取り出しているのかどうか,順番は関係あるのかどうかで, 使う樹形図が変わります。問題文を読んで 
判断する力が必要不可欠です。イの問題は,実際の入試問題を少し簡単にしたものです。【操作】があったり問題文が長いと難しく
考えがちですが, 入試の確率の問題でアは得点源にできる問題です。入試直前に取り組むのではなく, 今から少しずつ慣れていく 
ことが非常に大切です。


